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日本共産党の見解を紹介します。ご意見、ご感想をお寄せ下さい。

●真実がわかる 明日が見える―「しんぶん赤旗」をぜひお読みください。（日刊紙3400円/日曜版800円）

安倍首相は3月15日、環太平洋連携協定（TPP）

の交渉に参加することを正式に表明しました。

TPPに参加すれば、農業や地域経済、医療を壊

し、食の安全も脅かされます。日本共産党は、み

なさんと力をあわせてTPP参加中止へ全力をあげ

ます。

◆「聖域」守れずアメリカのルール押しつけ
安倍首相は「聖域なき関税撤廃が前提でないことが明確になった」といいますが、

日米共同声明では「聖域」とされてきたコメ、小麦、砂糖、乳製品、牛肉、豚肉、水

産物などの農林水産品についても関税撤廃の対象とする「高い水準の協定を達成」す

ることを明記。さらに国民皆保険、食の安全なども守る保障がなく、アメリカのルー

ルが押しつけられることに。

◆新規参入国には対等な交渉権が保障されず
昨年、新たにＴＰＰに参加したカナダ、メキシコは、(1)「現行の交渉参加９カ国

がすでに合意した条文はすべて受け入れる」、(2)「将来、ある交渉分野について現

行９カ国が合意した場合、拒否権を有さず、その合意に従う」、(3)「交渉を打ち切

る権利は９カ国にあって、遅れて交渉入りした国には認められない」――という三つ

のきわめて不利な条件を承諾したうえで、参加を認められたと伝えられています。
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日本共産党の志位和夫委員長は、3月15日に記者会見を行い、安倍

首相のTPP交渉参加表明に強く抗議し、撤回を求めました。



TPP参加で生産額937億円減


